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 OS：Linux Ubuntu Server 12.04 LTS
 開発言語：Ruby 2.0.0-p481
 ライブラリ：jQueryUI























































































































































テーマ名 書籍数 コメント総数 コメントユーザ数
図書館情報学 7 2 1
Ruby 6 4 3
プレゼント 4 4 2
絵本 8 9 5
統計 4 3 3
料理 9 5 4
何でもありの一番おすすめの本 2 4 2
青年マンガ 6 1 1

















- 図書・図書館史 (JLA図書館情報学テキストシリーズ 3-11)




























G たのしいRuby 第 4版
G Ruby on Rails4 アプリケーションプログラミング
G Rubyによるクローラー開発技法 巡回・解析機能の実装と 21の運
用例
G パーフェクトRuby（PERFECT SERIES 6)
I プログラミング言語Ruby
A Rubyの絵本 スクリプト言語を楽しく学ぶ 9つの扉
表 4.6: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
Gが追加 Ruby on Rails3 アプリケーションプログラミング
Gが削除 Ruby on Rails3 アプリケーションプログラミング
Gが追加 たのしいRuby 第 4版
Gが追加 Ruby on Rails4 アプリケーションプログラミング
Gが追加 Rubyによるクローラー開発技法 巡回・解析機能の実装と 21の運
用例, パーフェクトRuby（PERFECT SERIES 6)


































































































































































































I 少年少女 1巻 (ビームコミックス（ハルタ）)
I 高校球児 ザワさん（１） (ビッグコミックススペシャル)
I 乱と灰色の世界 1巻 (BEAM COMIX)
I SARU 上 (IKKI COMIX)
表 4.24: 本棚の編集過程
編集 書籍タイトル
Iが追加 SARU 上 (IKKI COMIX)
Iが追加 乱と灰色の世界 1巻 (BEAM COMIX)
Iが追加 高校球児 ザワさん（１） (ビッグコミックススペシャル)




























表 4.26: Q1. どのようなテーマ本棚に興味を持ちましたか（複数選択可）への回答
被験者 自分の専門分野 自分の知らない分野 趣味や娯楽 その他
A ○ - ○ -
B - - ○ -
C - - ○ -
D ○ - ○ -
E ○ - ○ -
F - - ○ -
G ○ ○ ○ -
H ○ - ○ -
I - ○ ○ -
34
表 4.27: Q2. テーマ本棚を利用する目的に合致するものを選択してください（複
数可）への回答
被験者 1 2 3 4 5 その他
A - - ○ ○ ○ -
B ○ - - ○ ○ 他の利用者と会話したい
C ○ - - - ○ -
D ○ - ○ - - -
E ○ - - - - -
F ○ - - - - -
G ○ ○ ○ ○ - -
H ○ - ○ - ○ -

























































































































被験者 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8
A ○ ○ ○ ○ ○ ○
B ○ ○ ○ ○ ○ ○
C ○ ○ ○ ○ ○ ○
D ○ ○ ○ - - ○
E ○ ○ ○ - ○ -
F - - ○ - ○ -
G ○ ○ ○ ○ ○ ○
H ○ ○ ○ - - ○































 Q10. システムの良かった点があれば記入してください (自由記述)
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